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2,6-ジ-ｔ-ブチル-4-メチルフェノール（ＢＨＴ）（CAS no. 128-37-0） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

2,6-ジ-t--ブチル-4-メチルフェノールの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験におい

て、エストロゲン作用、抗アンドロゲン作用及び哺乳類黄体細胞への影響を示すことが示唆された。 

 

(１)エストロゲン作用 

 Wada ら(2004)によって、2,6-ジ-t-ブチル-4-メチルフェノール１、５、10、50、100μM(=0.22、

1.1、2.2、11、22mg/L)に 24 時間ばく露したヒト腎臓線維芽細胞 293T(ヒトエストロゲン受容

体 αを発現)によるレポーターアッセイ(エストロゲン応答性レポーター遺伝子導入細胞を用い

たルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、2,6-ジ-t-ブチル-4-メチルフェ

ノール(別名: BHT)は、50μM(=11.0mg/L)以上の濃度で、ルシフェラーゼの発現を誘導した。 

 

(２)抗アンドロゲン作用 

 Schraderと Cooke(2000)によって、2,6-ジ-t-ブチル-4-メチルフェノール 0.1、１、10μM(=0.022、

0.22、2.2mg/L)に 18時間ばく露したヒト前立腺上皮がん細胞 PC-3(ヒトアンドロゲン受容体を

発現)によるレポーターアッセイ(アンドロゲン応答性レポーター遺伝子導入細胞を用いたル

シフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、2,6-ジ-t-ブチル-4-メチルフェノー

ル(別名: BHT)は、IC50値 5.7μM(=1.26mg/L)の濃度及び 10μM(=2.2mg/L)の濃度で 5α-ジヒドロテ

ストステロン 50pM によるルシフェラーゼ発現誘導を阻害した。 

 

(３)哺乳類黄体細胞への影響 

 Carlson ら(1995)によって、2,6-ジ-t-ブチル-4-メチルフェノール９、23、34、45、57μM(=1.98、

5.07、7.49、9.91、12.6mg/L)に 90 分間ばく露した偽妊娠 4 日目雌 Wistar ラット黄体細胞への

影響が検討されている。その結果として、23μM(=5.07mg/L)以上の濃度でプロゲステロン分泌

量の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：その他の作用（プロゲステロン作用） 

  

示唆された作用 
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